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Emo-pathy：寄り添いインタラクションによる心理的健康促進システム
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概要. 人と人とのコミュニケーションにおいて，感情を他者に伝えることは，ポジティブな感情を共有す
ることでポジティブな気分を高め，ネガティブな感情を共有することで感情的苦痛を和らげる効果がある．
オンライン上の匿名性の高い環境は，感情の開示を促進させることが示唆されており，感情を共有すること
の効果を最大化できる可能性がある．本研究では，スマートウォッチ上で感情とその起因の記録を共有し，
共感と励ましによる寄り添いインタラクションによって心理的健康を向上させるシステムを提案する．

1 はじめに
人は生活の中で様々な感情を経験する．感情を喚

起させた出来事と，その感情を他者に伝えることは
感情の社会的共有と呼ばれ，多くの研究が行われて
きた．感情の社会的共有に関する研究をレビューし
た Riméは，感情経験のうち 88％以上が社会的に
共有されていることを明らかにした [8]．
経験した感情を共有することには多くの利点があ

る．例えば，ポジティブな感情を共有することでポ
ジティブな感情が高まる効果 [2]や，ネガティブな
感情を共有することで感情的な苦痛を解消する可能
性 [7]が示唆されている．しかし，実世界での感情
の共有は，開示者が羞恥心や罪悪感を経験している
場合に困難であり [8]，開示者が社会的に気まずい立
場に置かれるというリスクを伴う可能性がある [6]．
このような背景から，匿名性の高いオンラインでの
コミュニケーションが自己開示に適していることが
示唆されている [4]．
そこで本研究では，スマートウォッチ上で感情記

録を共有し，図 1のようにユーザ間で共感・励まし
のインタラクションを発生させ，お互いに寄り添い
合うことで，心理的健康を向上させられる可能性に
着目した．
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2 関連研究
2.1 感情の記録
先行研究では，経験サンプリング法 (Experience

Sampling Method: ESM)に基づく感情の自己報告
によって感情の記録が行われてきた．しかし，ESM
は被験者の報告の負担が大きいという問題があり，負
担を軽減する方法が研究されてきた．例えば，Nadal
ら [5]は，スマートウォッチを用いたESMが，スマー
トフォンや PCを用いた従来の ESMよりも有意に
報告の負担を軽減し，報告率を上げることを示した．
そこで本研究でも，スマートウォッチを使用した感
情報告のシステムを開発する．

2.2 感情の共有
感情を共有することで様々な恩恵が得れる一方で，

従来のSNSではネガティブな感情を気軽に共有でき
ないことが問題だった．そこで Choiらは，ストレ
スの原因を共有するためのシステムを作成した [1]．
Choiらが作成したシステムでは，共有されたス

トレスの原因に対して共感ボタンを押すことで，投
稿者に対して共感を示す．ユーザテストでは，共感
ボタンは励ましの意図でも使用され，ネガティブな
感情に対するソーシャルサポートとして機能した．
Choiらの先行研究で得られた知見に基づき，本

研究でも同様の共感・励ましインタラクションを開
発する．本研究では，ネガティブな感情を共有して
感情的苦痛を和らげるだけでなく，ポジティブな感

図 1. 提案システムの流れ．あるユーザが勉強に疲れている感情を共有し (a)，これに対して他のユーザが「Hug!」の反
応を返している (b).勉強していたユーザは「Hug!」された通知を受け，感情的苦痛が和らいでいる (c)．



WISS 2024

図 2. 感情記録画面の一覧．感情記録開始の通知 (a),感情を表す絵文字の選択 (b),感情の起因の選択 (c)，確認画面 (d)

図 3. インタラクション画面のフロー．記録が共有されている画面 (a)，インタラクション画面 (b)，「Me too!」「Hug!」
のアニメーション画面 (c)(d),インタラクションの通知 (e)

情も共有し，共感インタラクションを起こすことで，
ポジティブな感情を相互に増幅させることを目指す．

3 提案システム
提案システムでは，スマートウォッチを用いて感

情とその起因を記録し，共有する．ユーザは他者の
記録に対して共感・励ましのインタラクションを行
うことができる．感情記録画面を図 2に，インタラ
クション画面を図 3に示す．

3.1 感情記録
ユーザは，スマートウォッチから 1日に 12回，ラ

ンダムな時間に通知を受け (図 2-a)，そのときの感
情 (図 2-b)とその起因 (図 2-c)を選択する．これに
よって，ユーザにとって負担の小さい感情記録を実
現する．
感情を表す絵文字は，Kutsuzawaら [3]が顔の絵

文字と人間の感情の対応を明らかにしたものを用い
る．Kutsuzawaらの研究では，Unicodeで使用さ
れる 74個の顔の絵文字が感情価-覚醒度の 2軸上に
おいて 6つのクラスターに分類された．本システム
の記録には，感情価と覚醒度の標準偏差が各クラス
ターの平均以下のものを 2個ずつ選択し，合計 12
個の絵文字を用いる．感情の起因を記録する絵文字
は，総務省統計局の生活行動の種類 [9]に基づいて
17個の絵文字を選択した．
感情とその起因を表す絵文字の選択後，内容を確

認する画面 (図 2-d)へ遷移し，確認後に記録される．

3.2 寄り添いインタラクション
記録後は，他者の記録が流れ星のように表示され

(図 3-a)，この記録に対して，共感と励ましの反応を
送信できる．「Me too!」ボタンでは共感の，「Hug!」

ボタンでは励ましの反応を送ることができる (図 3-
b)．ここでは，ポジティブな感情に共感されること
による，ポジティブな感情の増幅効果を発生させる
ことと，ネガティブな感情を励まされることによる
感情的苦痛の軽減を図る．特に「Me too!」において，
共感した人もポジティブな感情を増幅させるため，
インタラクションをしたことを認識させるために，
図 3-c,dに示す画面が 1秒程度表示されるアニメー
ションを実装した．自身の記録に他者からインタラ
クションをされたユーザは，どの記録に，どちらの
インタラクションがされたかの通知が届く (図 3-e)．

3.3 利用シナリオ
Emo-pathyの利用例を示す．大学生のユーザ A

は，試験勉強中にEmo-pathyからの通知を受け，勉
強に疲れていたため， と を記録した．数分後，
食事を楽しんでいたユーザBはEmo-pathyからの
通知を受け， と を記録し，ユーザ Aの記録を
見た．BはネガティブなAの記録を見て，励ましの
意図で「Hug!」ボタンを押す．Aは自分の の
記録が誰かから「Hug!」された通知を受け，少し和
やかな気分になり，再び腰を入れて勉強に臨んだ．

4 今後の展望
本稿では，スマートウォッチ上で感情を共有し，

ユーザ間で寄り添い合うインタラクションを行える
Emo-pathyを提案した．このシステムによって，互
いに離れた場所にいる他者が，それぞれの日常生活
の中でポジティブな感情を増幅させ合い，ネガティ
ブな感情を和らげることが期待される．
今後は，同じ目標を持つ集団を対象に，感情の起

因を表す絵文字をカスタマイズし，目標の達成に向
けて寄り添い合えるようなシステムを目指したい．
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